　　令和元年　9月6日

調　査・研　修　報　告　書（会派個人用）
会派名：　きずな　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：林　　高正　　　　 eq \o\ac(○,印)
	実施場所：北海道　中標津町議会　及び　　

(株)開陽D.A.I.
	実施日：令和元年8月30日～31日

	■目的・課題・問題事項（調査・研修に先立っての思いや本市の現状　など）
　今回の視察・研修は、日本経済新聞に掲載された国士舘大学教授　加藤幸治さんの記事がきっかけでした。「中標津モデル」という「地理学的な思考」が、地域格差や「一極集中」の議論に不可欠ではないでしょうかという一文に触発されました。

	■参考とすべき事項
　事前に中標津町議会事務局とのやり取りで、具体的にお聞きしたいとこをお伝えしていましたので、凄く丁寧な説明をいただくことができました。通告していた質問は、①総合文化会館について②商圏人口について③定住関連について④畜産関連について⑤住民が主体のまちづくりについて⑥児童センター「みらいる」についての6項目です。
　それぞれの質問には11名の各担当課の職員が説明して下さったのですが、これが「中標津モデル」ですという具体的なお話はありませんでしたが、冒頭に書いた、「地理学的な思考」ということを、担当者のお話を繋げることでおぼろげながら理解することができました。それは、開拓の歴史であり、村の衰退の歴史であり、酪農の歴史であり、交通体系の歴史であり、最終的には「中標津空港」の地域に果たす役割の重要性でした。JRはなく、公共バスも殆どなく、自家用車と飛行機が公共交通と言えます。

　参考とすべき事項ということですが、中標津町の基本は畜産業であり、まち（行政）と農協がガッチリと手を組んで事業に取り組んでおられます。本州の畜産業とは根本的に違っていました。(株)開陽D.A.I.で乳牛の餌のTMRセンターを視察させていただきましたが、乳質の安定向上に重要な役割を果たすとともに、経営の安定という面からも大規模化（会社組織）は自明の理と感じました。

	■提言・その他（本市の施策等にどのように活用すべきか など）
　人が住むには核となる産業が必要だということを再認識した視察となりました。中標津町は林業も盛んなまちでした。中標津に住んで近隣の町村に勤めに行くという若者が多いまちでもあります。9割の人がまちの中心部に住む理由は、まちの周辺（ロードサイド）に必要な施設が整っているからです。上下水道は整備され、大型のショッピングセンターに行けば何でも揃います。周りの町村から6万人から集客しているそうです。
　庄原市に不足しているのは、核となる産業です。すべてが中途半端ですから、これが庄原の産業ですと胸を張って言えるものが無いのが現状です。中標津では酪農をやりたい若者が順番待ちだそうです。酪農家の跡継ぎは一種、公募状態みたいです。独身の若い女性も頑張っているそうです。農家戸数約200戸で牛が約4万頭って想像できますか。
　国士館大学の加藤教授に庄原市を診断していただくことを提案します。徹底的に現状を分析して解析し、何を伸ばせばいいのかを見つけだしてもらいましょう。外部の目を入れることで見えないものが見えてくることがあります。


※ 調査・研修終了後、一週間以内に会派事務局へ提出してください。
